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研究成果の概要（和文）： 

算数科複式授業の授業構成では、教材の共有性と単純化が不可欠である、教材の単純化は算

数的活動の広がりを促し創造性を育む要因になる、導入場面では既習内容を視野に入れた操作

活動が算数的活動を誘発する、｢わたり｣と「ずらし｣の教師の判断は授業理解の枠組みが効果的

である、複式授業でも教師の教科力が重要である。これらのことは協力校の継続した実践的研

究で教師や子どもたちの変容から確認できた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Simplification and rationalization of teaching materials is essential for successful 
arithmetic lessons in a fukushiki-jugyou(combined class of two grades). The simplification 
of materials is a primary factor to encourage creativity and mathematics activity. In the 
stage of comprehension, operations of materials used in previous lessons induce 
mathematical activities. The decision of  ”Watari” and “Zurashi” by teachers is effective in 
the CALMA framework. The arithmetic proficiency of teachers is important for a 
fukushiki-jugyou(combined class of two grades). These results are  confirmed by a 
transformed attitude of teachers and school children through succesive practical lessons at 
cooperating schools.  
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１．研究開始当初の背景 

(1)複式学級数の増加： 

小学校では、過疎地域はもちろん、都市

近郊においても、少子化などの影響を受け

て複式学級が増加する傾向にある。特に、

長崎県下の複式学級を保有する公立小学

校は平成 17 年度現在 93 校あり、全体の約

1/4 にあたる。今後も複式学級ができる学

年や完全複式学級になる学校も多い。 

(2)過疎地域での教育の現状： 

複式学級を有する地域は、過疎地域であ

り、文化的環境に恵まれていない。教師数

や予算を含めた学校を取り巻く環境も大

変厳しい。それだけに、地域や保護者の

人々が、子どもたちに良い教育をつけて欲

しいという学校に対する強い期待がある。 

(3)「間接指導」の充実の必要性： 

複式学級を有する学校に赴任して初めて

複式学級を経験する教師も多い。このよう

な教師は年々増加の傾向にある。複式学級

は単式学級と比べて授業準備や教材研究

が倍増する。教科指導では「わたり」や「ず

らし」、「間接指導のあり方」などが重要な

課題である。これまでのアンケート調査で

はベテラン教師であっても、“経験的に”行

っている｢わたり｣や｢ずらし｣に関する悩

みを 1 人で抱え込むことが多いが、悩みを

話し合う研修の場もないのが現状である。 

(4)多様な考え方の貧困性： 

複式学級における算数科授業では、「問題

解決学習等の学習過程をパターン化しや

すい」という算数の学習指導の良さを挙げ

る一方で、少人数であるがゆえに「多様な

考えが出にくい」という問題点も指摘され

ている。 

以上の複式教育に関する問題点を鑑み、

本研究は“子どもたちの学力向上は教師の

授業力向上が不可欠である”という観点に

立ち、複式学級における算数科授業の改善

を目指すものである。特に、「授業構成」

に関する実践的研究を通して、創造性を育

む授業力向上の普遍的な方策を、数学教育

の立場から提言することを目的とする。 
 
２．研究の目的 

(1) 複式授業における「わたり」と「ずら

し」の位置づけの客観的な吟味・検討： 

複式学級は、直接指導と間接指導の場面

で構成され、教師による「わたり」が必要

となる。間接指導では、「ガイドリーダー」

によって、学習者同士で授業が進む場面も

ある。また、｢わたり｣を行うためには学習

内容の｢ずらし｣も必要である。実際には

｢わたり｣の判断や｢ずらし｣の教材やあり

方が課題であることが、これまでの実態調

査で明らかになった。本研究では、授業観

察を多数行うことにより、授業の理解・子

どもの活動の分析・教材のあり方の考察を

行い、「わたり」と｢ずらし｣の客観的な判

断を行うための方策を検討する。 

(2) 複式授業における創造性を育む教材

の開発とその活用方法の提案 

算数科の複式授業を通して「多様な考え

方」を育成する教材を開発する。そこでは、

数学教育における“What-If-Not ストラテ

ジー”の利用などの視点から、複式教育で

活用し得る多様な教材の開発を行う。 



(3) 「授業理解の枠組み」を用いて算数科

複式授業の構成のあり方の提言

    ｢授業理解の枠組み｣

複式授業では、学習者の算数的活動を指

導者ができるだけ予想しながら対応する

ことが必要となる。「授業理解の枠組み」

では、3 段階の授業構成を想定し、それぞ

れの段階での算数的活動を予測すること

が可能である。

そこで上記の①、②やこれまでの研究成

果を通して、創造性を育む算数科の授業力

向上のための授業構成の枠組みを提案す

る。さらに、この枠組みによる｢わたり｣や

｢ずらし｣の判断基準の設定、授業実践によ

りその有用性の検証を通して、よりよい複

式授業のあり方について提言する。

 
３．研究の方法 

(1) 複式授業における「わたり」と「ずら

し」の位置づけ：

これまで授業構成および「授業理解の枠

組み」の実践的研究を行ってきた。本研究

では、壱岐・対馬・上五島の複式学級を有

する小学校の協力を得て、複式授業の授業

構成と授業研究を継続的に行う。複式授業

における「わたり」と「ずらし」の実態を

探り、教師の役割と子どもたちの数学的活

動に関して、授業研究の観点から考察を行

う。

(2) 複式授業における創造性を育む教材の

開発とその活用方法：

「授業理解の枠組み」の考え方に立って、

学習指導案を算数的活動の視点から、学習

者が自力解決場面と授業者との練り上げ

場面の設定を行う。主として自力解決で多

様な考えを引き出す教材や数学的な広が

りを持つ教材に関して、できるだけ操作活

動を取り入れたシンプルなものを多面的

な方向から授業実践を通して教材開発を

行う。例えば、教科書の教材を“What-If-Not 

ストラテジー”の観点から、自力解決や練

り上げに適する教材の分類やその活用方

法、その数学的な広がりについて学習指導

案の検討やその後の授業研究を通して探

る。特に、各学年で共通に扱うことができ

る教材が重要である。

(3) 「授業理解の枠組み」を用いて算数科

の複式授業の構成のあり方：

「授業理解の枠組み」の考え方に立って、

学習指導案の検討場面において「わたり」

や「ずらし｣の場面や内容の設定と授業実

践およびその分析を行う。算数的活動の観

点から「わたり」と「ずらし」の判断は、

教材の単純化や共有化を通して、子ども達

が既習事項と学習内容の関連を教師が判

断することから可能になる。学習指導案と

授業研究の協議を通して、「授業理解の枠

組み」の有用性や問題点を探る。さらに、

算数科複式授業の構成についても考察を

行う。

４．研究成果

 算数科複式授業の授業構成では、次のこ

とが確認できた。

(1) ｢わたり｣と｢ずらし｣の判断は「授業
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理解の枠組み」の活用が有効である 

(2) 学年を通して教材の共有を単純化が

必要である 

(3) 教材の単純化は、算数的活動の広が

りを促し、子ども達の創造性を育む

要因になる 

(4) 導入では、既習内容を視野に入れた

操作活動が算数的活動を誘発する 

(5) 教師の教科力が必要である 

研究協力校の継続した実践的研究で教

師や子どもたちの変容から確認できた。ま

た、学校長は、「現場の教員とは異なる視

点で、子どもたちの挑戦意欲を大切にする

視点で、教材のもつ算数の本質の視点で、

授業づくりの面白みや授業改善の視野を

広げることができた」、「職員室で子ども達

の話はもちろんであるが、授業に関する話

題が増えて、教材や授業中の子どもたちの

活動についても教師の間の話し合いが増

えた」など、本研究の成果について述べて

いる。 

本研究を始めるにあたって、複式授業に

とって重要なことは？と、へき地研究所村

田所長に伺ったことがある。その際に教科

力という答えが帰ってきた。本研究で、教

科力の育成、教科力を育むためには｢授業

理解の枠組み｣が有効であることを確認で

きたことは大きな研究成果であると考え

ている。 
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